










（Matsuyama district，Osakicity，Miyagiprefecture）and studiedthe possibilityof developing tourism－0riented  

































（受理年月日 2009年3月31日）  




推進する必要がある。」   
この答申を御旗として全国各地の自治体が取り組  
む観光政策のなかに「観光まちづくり」が取り上げ  
られ、定義されることになる3。   
したがって、本論においてもこの答申の内容を  





































となった。   
両地域とも観光まちづくりに取り組む事例ではあ  
るが、取り組みに至った背景、その目的、関わる主  
体、得られる効果は似て非なるものではなかろうか。   
しかしながら、観光まちづくりのあり方を問うな  
かで、両地域を明確に区別した上で観光の展開可能  
























3．「従来型の観光地」と「地域づくり型観光を展開   
する地域」における観光まちづくり  











－48－   






要点をまとめる。   
まずは、観光展開における与件の相違点を従来型  












未整備の地域が多いだろう。   
第三に、観光に関わる人材育成の仕組みである。  







































よう。   
以上、既往の議論を踏まえ両地域が展開する観光  
まちづくりの違いをみてきた。その内容を表1に示  











⇔正からのスタート   
出所：3．1及び3．2の内容を精査 筆者作成  












































































5．3．1．まつやま訪ね歩きの会   
まつやま訪ね歩きの会は、1）松山地域の歴史・  
文化について相互学習を行い、理解を深める  
－50－   
2）地域の観光ガイドの実践を通して、地域の活性  











ガイドコース等の学習会である。   
発足からこれまでの会員数の推移とガイド実績回  
























果といえよう。   
また、会員、とりわけガイドを務めることができ  
るメンバーの高齢化が課題となっている21。  
－51－   
自ら取り組んでいる23。  




























1）地域にある資源を見直し観光客の集まる核とな   













■－ノ蔵日本酒大学   
全国各地から集まる一般の方をはじめ、酒  
販店・飲食店などの方々に1泊2日で日本酒   
を学び、造り、語っていただくイベントです。   


















世界を体験していただく企画です。   
日時：7月下旬  定員：36名  
対象：宮城県内小学5・6年生  
於：一ノ蔵本社蔵（宮城県大崎市松山）  
■－ノ蔵を楽しむ会   
一ノ蔵の手づくり酒を囲み、宮城県の地場産  
品を肴に、蔵元とお客様との交流を深めるパ  
ーティーです。楽しい商品が当たる福引きな   
ども好評で、年々多くのお客様にお集まり頂  




所要時間／約1時間 （ご希望に応じます）  
公開時間／営業日 9：30－15：00（要予約）  
休業日／土曜日・日曜日・祝日 10：00－15：00  
（自由見学）・・・・・・  
出所：（株）一ノ蔵HP O9．1．6確認  
































求められよう。   





ものである。   
今後は、より多くの住民、とりわけ若い世代の人々  
が参画しやすい仕組みづくりなどが必要となろう。  





































































ちづくりガイドブック』．（財）アジア太平洋観光セ   
ンター．  


































































情報ネット第7回株式会社一ノ蔵．   
（http：／／wwwkome－miyagi．jphigyosya／07．html）  








ら構成される。   
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